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Ⅰ.組織の概要

　　　　　　　　　西部支店　静岡県浜松市東区薬新町135

　　　　　　　　　東京支店　東京都港区新橋6-12-7

　　　　　　　　　神奈川支店　神奈川県川崎市川崎区境町8-10-201

4.事業活動　　　　電気工事、管工事、通信工事

5.従業員数　　　　89名

6.環境管理責任者　篠崎和義　

1.事業者名　　　　株式会社シズデン

2.代表者名　　　　増田玲司、増田洋健

3.所在地　　　　　本社・静岡支店　静岡県静岡市駿河区曲金五丁目17番5号

　　　　　　　　　池田倉庫　静岡県静岡市駿河区曲金5丁目7-3

　　　　　　　　　東部支店　静岡県沼津市岡宮字下二又久保1330-4

　　　　　　　　　中部支店　静岡県島田市旗指499-5

　連絡担当者　　　浦部優太 杉山弘道　

7.連絡先　　　　　TEL　(054）-284-4111  FAX　(054）-284-6753

　　　　　　　　　（E-mail：ea21@sizden.co.jp）

8.建設業許可　　　電気工事業　国土交通大臣許可　特-3　第19275号

　　　　　　　　　電気通信工事、管工事業　国土交通大臣　般-3　第19275号
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9.事業の規模

　①設立　　　　　昭和22年5月

　②事業規模

活動規模 単位 2021年度 2022年度 2023年度

施工高 百万円 2,542 3,164 3,851

従業員 人 89 88 89

事務所床面積 ㎡ 1,350 1,350 1,350

倉庫床面積 ㎡ 352 352 352

営業部門 工事部門
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10.事業年度　　　4月1日～翌年3月31日

11.認証・登録の対象範囲

　 活動：　全事業活動

　 対象組織：本社・静岡支店、池田倉庫、東部支店、中部支店、西部支店、

　 　　　　　東京支店、神奈川支店

シズデン



Ⅱ.実施体制
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各担当者の役割、責任等は下記の通りです。

担当 役割・責任・権限

代表者

・エコアクション21に関する代表責任者

・環境目標及び環境行動計画の実施に必要な資源を用意する

・環境管理責任者を任命する

・定期的に全体の取組状況を検証して改善等の指示及び環境方針の

　見直しの指示する

・経営における課題とチャンスを整理し、明確化する

　会議を開催

・活動実績、取組状況等を環境管理責任者に報告する

・社員に対する教育訓練等を実施する

環境推進者

・各部門の取組状況をチェックして環境目標達成に向けて従業員を

　指導する

・各部門の環境負荷実績等を取りまとめて、環境事務局に報告する

環境管理責任者

・環境経営システムの構築、実施及び運営管理を行う実務上の責任

　者

・環境事務局の文書作成案に対する検証及び改善を指示する

環境事務局

・環境目標及び環境行動計画書案を作成する

・環境活動レポートを作成、公表する

・環境負荷の実績、取りまとめを環境推進者に指示し、各部門の集

　計を行う

・環境目標や活動計画の進捗フォロー等、月一回各支店とのリモート

担当者

・環境負荷の実績を記録して環境推進者に報告する

・環境活動計画に基づき従業員を指導する

・役割に対し積極的な活動をする
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【環境理念】

　　株式会社シズデンは社員一丸となり、社会に貢献できる仕事をし、

　　社員が幸せに働ける会社を作り上げる。

【行動方針】

　　　1.急発進、急ブレーキをせず、事故防止に努め、エコ運転を行う。

　　　2.事務所内における消費電力の低減。

Ⅲ.環境経営方針

　　　　環境保全状況の知識と認識の向上を図ります。

制定日：平成20(2008)年11月 1日、改定日：2021年 6月 4日　　　　　

株式会社シズデン　　　　　　　　　　　

代表取締役 増田　洋健

　　　3.事務所内における水使用量の削減。

　　　4.廃棄物の削減及びリサイクルの推進。

　　　5.ロス（出戻り）工事の低減。

　　　6.環境関連法規制を遵守。

　　　7.環境経営の継続的改善。

　　　8.環境経営方針を全社員に周知徹底すると共に、環境保全に関する意識を高め、
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Ⅳ.環境経営目標

基準年度に対し毎年0.1％削減に取り組む

項目 単位
基準年度
2021年度

2022年度 2023年度 2024年度 2025年度 2026年度

136,890.19 136,752.89 136,615.59

（▲0.1％削減） （▲0.2％削減） （▲0.3％削減） （▲0.4％削減） （▲0.5％削減）

二
酸
化
炭
素
排
出
量

購入電力 kＷh 137,302.10
137,164.80 137,027.50

化
石
燃
料

ガソリン L 72,774.18
72,701.41 72,628.63 72,555.86 72,483.08 72,410.31

（▲0.1％削減） （▲0.2％削減） （▲0.3％削減） （▲0.4％削減） （▲0.5％削減）

4,735.12 4,730.37

（▲0.1％削減） （▲0.2％削減） （▲0.3％削減） （▲0.4％削減） （▲0.5％削減）

軽油 L 4,754.14
4,749.39 4,744.63 4,739.88

180,377 180,196

（▲0.1％削減） （▲0.2％削減） （▲0.3％削減） （▲0.4％削減） （▲0.5％削減）

CO2排出量 kg-CO2 181,101.78
180,921 180,740 180,558

15.11 15.13

（0.1％向上） （0.2％向上） （0.3％向上） （0.4％向上） （0.5％向上）

燃費 km/L 15.05
15.07 15.08 15.10

3.91 3.91 3.90

（▲0.1％削減） （▲0.2％削減） （▲0.3％削減） （▲0.4％削減） （▲0.5％削減）

廃
棄
物
総
排
出
量

一般廃棄物 ｔ 3.92
3.92 3.92

建設混合
廃棄物

ｔ 68.580
68.51 68.44 68.37 68.31 68.24

（▲0.1％削減） （▲0.2％削減） （▲0.3％削減） （▲0.4％削減） （▲0.5％削減）

923.49 922.56

（▲0.1％削減） （▲0.2％削減） （▲0.3％削減） （▲0.4％削減） （▲0.5％削減）

総排水量 m
3 927.20

926.27 925.35 924.42

0 0 0

（達成率100％） （達成率100％） （達成率100％） （達成率100％） （達成率100％）

環
境
配
慮
製
品
の
推
進

労働災害事故 件 0
0 0

目標完工高 % 100
100 100 100 100 100

（達成率100％） （達成率100％） （達成率100％） （達成率100％） （達成率100％）

0 0 0

（達成率100％） （達成率100％） （達成率100％） （達成率100％） （達成率100％）
環
境
配
慮

工
事
の
推
進

社内中間検
査及び社内
竣工検査B指

摘

件 3
0 0

時間外労働と休日
労働の合計につい
て、2～6か月平均
がすべて90時間以
内になるようにす

る

人 0
0

「購入電力」のCO2排出係数は調整後排出係数、中部電力（2017年度）：「0.472kg-
CO2/kWh」及び東京電力（2016年度）：「0.474kg-CO2/kWh」を使用しました。
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（達成率100％） （達成率100％） （達成率100％） （達成率100％） （達成率100％）



Ⅴ.環境経営計画

環境経営目標項目 担当 計画内容 23/4 23/5 23/6 23/7

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

電気使用量の削減
浦
部

①省エネ型照明、空調の導入

②休憩時の消灯 周知徹底（掲示物等）

③スイッチの適正管理

23/8 23/9 23/10 23/11 23/12 24/1

④エレベータの使用制限

⑤エアコンの適正管理 　　　夏場28℃以上　　　　　　　　冬場20℃以下

⑥クールビズ、ウォームビズの取組推進

24/2 24/3

⑦NO残業デーの取組推進

③蛍光灯のリサイクル

化石燃料使用量の削減
鈴
木

①エコ運転、アイドリングストップの取組推進 エコドライブ推進・燃費の把握等

②車両点検票による車両管理推進

③エコカー導入

①産廃ﾏﾆﾌｪｽﾄによる適正管理 周知徹底

②電線くずのリサイクル

一般廃棄物
リサイクル
及び最終廃
棄物の削減

鍋
田

①裏紙使用、済封筒活用推進

②書類のペーパーレス化 周知徹底（掲示物等）

③ゴミ分別の徹底

④資料の減量

水使用量の削減
吉
田

節水に勤める 周知徹底

廃
棄
物
排
出
量
の
削
減

環境配慮製品の推進
箱
崎

①労働災害事故を0件に 周知徹底

する。

②目標完工高100%を達成 アフター営業の充実を図る

する。

⑤図面用紙の再利用推進

産業廃棄物リ
サイクル及び
最終廃棄物の

削減

大
村

90時間以内になるようにする。
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について、「2か月平均」「3か月

平均」「4か月平均」「5か月

平均」「6か月平均」が全て

環境配慮工事の推進

小
野
田
・
植
松

①社内中間検査及び社内 事前事後点検の強化

竣工検査におけるB指摘

の総件数を3件以下とする

②時間外労働と休日労働の合計 週に一度、状況確認を行う



Ⅵ.環境経営目標の実績

基準年度に対し毎年0.1％削減に取り組む

項目 単位 2023年度目標 2023年度実績
対目標
差額

対目標
削減比率

対前年
差額

対前年
削減比率

判定

▲ 4 ▲ 9712 ▲ 7 ○

化
石
燃
料

ガソリン L 71,176.61 71,004.93 ▲ 172

購入電力 kWh 137,803.84 132,017.20 ▲ 5787

▲ 0 3868 5 〇

軽油 L 3,010.80 2,165.55 ▲ 845

CO2排出量 kg-CO2 174,644 232,696.330 58052 33 ▲ 386 0 〇

▲ 1.37 ▲ 9.09 1.15 8.40 ×

▲ 28 ▲ 1847 ▲ 85 〇

二
酸
化
炭
素
排
出
量

〇

建設混合廃棄物 ｔ 68.511 243.836 175.3 255.9 197.4 81.0 ×

廃
棄
物
総
排
出
量

一般廃棄物 ｔ 2.719 2.464 ▲ 0.3 ▲ 9.4 ▲ 1.5 ▲ 61.2

燃費 km/L 15.07 13.70

▲ 27.00 ▲ 3.00 〇

環

境

配

慮

製

品

の

推

進

労働災害事故 件 0 0 0 0

総排水量 m³ 926.27 899.20 ▲ 27.07 ▲ 2.92

0 0 ○

目標完工高 % 100.00 102.1 2.10 2.10 〇

環
境
配
慮
工
事
の
推
進

社内中間検査及び社内
竣工検査B指摘 件 3 4 1 0 ×

残業時間について、年間を通
した全社員の月別平均時間が
60時間を超えないようにする

人 0 1 ×

※判定について、対目標削減の結果としています。
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Ⅶ.環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の取組内容

（○：実施、△：一部実施、×：未実施）

環境経営目標項目 計画内容
取組

結果 評価 次年度取組

二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

電力使用量の削減

①省エネ家電の順次
○ ＰＣ・プリンター入替 省エネ家電へ順次切換

切換

②休憩時の消灯 ○
昼食休憩時12：00～ 引き続き実施

13：00の消灯を徹底

③スイッチの適正管理 ○
電気・空調機の制限 引き続き実施

の掲示・啓発

⑤エアコンの適正管理 ○
冷房28℃、暖房20℃を 体調を崩さない程度に

実施 実施

④エレベーターの使用
○

階段利用を啓発 引き続き実施

制限

⑦NO残業デーの取組推
○

毎水曜日をNO残業デー 引き続き実施

進 としプラス１日を実施

⑥クールビズ、ウォー
○

クールビズ利用期間延 引き続き実施

ムビズの取組推進 長、来客者へ拡大

化石燃料使用量の
削減

①エコ運転、アイドリ

○

朝礼、会議等での啓発、安全運転管理者より

ングストップの取組 ＨＰにて見える化（グ メール、PDFにより

推進 ラフ化）を実施 啓発

②車両点検票による車

○

車種に合わせた適正な 安全運転管理者より

両管理推進 オイル交換の実施、 整備時期にメール、PDF

不具合の早期申告

用推進

②書類のペーパーレス

にて連絡

③エコカー導入
○

工事車両を低燃費車両 車両入替の際に実施

へ

○

サイボウズを活用し、 クラウド化を検討

化 ミスプリント減少を

啓発
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③ゴミ分別の徹底

△

分別を細分化実施 引き続き実施

廃
棄
物
排
出
量
の
削
減

一般廃棄物
リサイクル及び
最終廃棄物の削減

①裏紙使用、済封筒活
○

再利用を実施 引き続き実施



時間外労働の平均が90
時間を超えた社員がい
た1名いた為、目標達成
せず

残業時間について、年間を
通した全社員の月別平均時
間が６０時間を超えないよ
うにする

引き続き実施

（○：実施、△：一部実施、×：未実施）

環境経営目標項目 計画内容
取組

結果 評価 次年度取組

資料を最小限にした

⑤図面用紙の再利用推

○

Ａ１、Ａ２サイズの用 データでの利用が多い

進 紙は、メモ用紙として 為、次年度削除

○

講習・説明会等にてプ 引き続き実施

ロジェクターを活用し、

裁断し再利用

○
分別を徹底、粉砕せず 引き続き実施

収集管理した

②電線くずのリサイク
○

電線くずのリサイクル 引き続き実施

ル 強化を実施

④鉄くずのリサイクル
〇

廃棄物処分ではなく有価
物としてリサイクル処理
をした

引き続き実施

水使用量の削減
節水に勤める

○
節水を啓発・推進 引き続き実施

廃
棄
物
排
出
量
の
削
減

産業廃棄物発生
抑制リサイクル
及び最終廃棄物

の削減

①産廃マニフェストに
○

電子マニフェストを活 引き続き実施

よる適正管理 用し分別を徹底

一般廃棄物
リサイクル及び
最終廃棄物の削減

④資料の減量

③蛍光灯のリサイクル

環境配慮製品の推進

①労働災害事故を
○

0件にて達成 引き続き実施

0件にする

②目標完工高100%を達成

〇

完工高102.1%にて 引き続き実施

する 目標を達成した

環境配慮工事の推進

社内中間検査及び社内
竣工検査におけるB指摘
の総件数を3件以下とす
る ×

B指摘総件数4件にて目
標を達成せず

時間外労働と休日労働について

10

が全て90時間以内になるよう

にする

×

の合計について「2か月平均」

「３か月平均」「4か月平均」

「5か月平均」「6か月平均」



Ⅷ.環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

当社に適用される法規制等は下記の通り遵守していることを確認しました。（2024/03/31）

法規・条例・規制 適用内容または規制基準値 備考 記録等 適・否

廃棄物の処理及び
清掃に関する法律

産業廃棄物排出事業所との委託契約 契約（書）の締結 契約書 適

マニフェストの管理 Ｄ票、Ｅ票の返却

電子マニ
フェスト

適

マニフェストの集計と報告 電子マニフェスト 適

マニフェストの期間内返却 90日以内または180日以内 適

マニフェストの保管 5年間 適

投棄禁止 不法投棄を行わない

目視確認

適

廃棄物の悪臭・飛散防止 車両荷台にシートを被せる等 適

建設リサイクル法
（元請けの場合）

建設副産物リサイクル計画書 請負契約書交付（工事施工計画書）
施工計画書

適

再資源化完了報告書 実施（完了）報告 適

保管場所への掲示 60cm×60cm以上掲示 適

特別管理産業廃棄物管理責任者任命と届出 看板の掲示と届出 掲示と届出 適

静岡県産業廃棄物適正な処理に関する条例 産業廃棄物の実地確認と記録 実地確認と記録 適

静岡市一般廃棄物処理に関する条例 一般廃棄物の分別排出 目視確認 適

静岡市産業廃棄物適正な処理に関する条例 産業廃棄物の実地確認と記録 実地確認と記録 適

浜松市産業廃棄物適正な処理に関する条例 産業廃棄物の実地確認と記録 実地確認と記録 適

東京都廃棄物条例 廃棄物の分別排出 目視確認 適

東京都廃棄物規則 一般廃棄物の分別排出 目視確認 適

港区廃棄物の処理及び再利用に関する条例 産業廃棄物の分別排出 目視確認 適

神奈川県廃棄物の処理及び清掃に関する法律 産業廃棄物の分別排出 目視確認 適

川崎市廃棄物の処理及び再生利用等に関する条例 産業廃棄物の分別排出 目視確認 適

騒音・振動規制法
（電気工事）

指定地域での特定建設作業 特定建設作業の届出 届出書 対象無

指定地域での作業日、時間帯規制 規制時間、作業日の厳守 許可証 対象無

家電リサイクル法 指定家電の収集 テレビ・冷蔵庫他 リサイクル券 適

建設業法 工事業者許可と更新 許可と５年ごとの更新 許可証 適

電気工事業法 電気工事業基準 基準の遵守 許可証 適

フロン排出抑制法
第一種特定製品（7.5kW未満） 四半期に１回以上の簡易点検 簡易点検表 適

第一種特定製品を撤去・廃棄・補充した場合 専用伝票 専用伝票 適

・環境関連法規等の遵守状況を確認した結果、法律違反及び訴訟は過去３年間ありませんでした。

・近隣住民や周辺企業等の外部からの苦情もありませんでした。

・今後も法令・条例等を遵守しながら事業活動・環境活動に努めて行きます。
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Ⅸ.代表者による全体評価と見直しの結果

　1.見直し関連情報

項目 ■確認：（必要に応じて評価・コメント記載）

1 エコアクション21文書 ■記録・文書として作成しました。

3 環境活動計画及び取り組み実施状況 ■継続して取り組みます。

4 環境関連法規要求一覧及び遵守状況 ■記録に記載いたしました。

2 環境目標及び目標達成状況 ■建設混合廃棄物

東京支店、電気使用量で未達成

7 取引先、業界、関係行政機関、その他の外部動向 □

8 その他 □

5 外部コミュニケーション・対応記録 ■特に問題ありませんでした。

6 問題点の是正・予防措置の実施状況 ■前年度指摘項目の対応策を実施

　2.代表者による全体評価・見直し指示

全体評価

①環境経営目標 継続性を高めること

②環境経営計画 継続性を高めること

③環境関連法規等の遵守状況 特に問題はありません

2024年4月1日　　株式会社シズデン

代表取締役　増田洋健
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見直しの結果

①環境経営方針の変更の必要性　　　　　　　　　　　　（　有　・　無　）

②環境経営目標の変更の必要性　　　　　　　　　　　　（　有　・　無　）

③環境経営計画変更の必要性　　　　　　　　　　　　　（　有　・　無　）

④環境経営システムの変更の必要性　　　　　　　　　　（　有　・　無　）

指摘事項

コロナ禍が空け平穏な日々に戻りつつある昨今、以前より営業活動等が盛んになりCO2排出量

が増加傾向にあります。営業活動等が盛んになるとCO2排出量が増加しますが、営業活動を

抑制することはできません。化石燃料等の消費効率UPという視点で活動の妨げ

にならないようCO2排出削減に取り組むこと。



Ⅹ.地域貢献活動について

２０２３年度　第2回道路清掃美化活動

活動写真一覧

その他の活動等は、ＨＰ（https://sizden.sizden.co.jp/report/)へ掲載しております。
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静岡設備協会主催の美化活動に参加致しました。

日　　程　令和５年１１月２２日　９:４０～１１:００

作業区間　ＭＡＲＫ　ＩＳ 静岡　高架橋から長沼大橋まで

内　　容　国道１号線上下線歩道部分の雑草処理、ごみの収集等の清掃活動及び道路状況の確認作業

弊社参加　２名


